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はじめ に
石造 . 煉瓦造の パ ラ ッ ツ オ く館l の立ち並 ぶ,
フ ィ レ ン ツ ェ の 都市景観 は , 印象的なも の で あるo
これら の パ ラ ッ ツ オ は , 水 平方向 - と拡 が る とと
もに垂直方向 へ と伸 び て い っ た , 都 市 の 発展を目
の当 たり に させ て くれ るo
中世 フィ レ ン ツ ェ の都 市社会 の 生活 に お い て ,
地線的な人的結合関係くvicin a n zal が 重要な役割
を果 たして い た こ と は , しば しば 指摘され る こ と
で ある. その ような地縁的結合 の場とな っ た の が,
上述のよう に パ ラ ッ ツ オ が並 ぶ , 市 内の各地域 で
あっ た o その 住人 の 多く は , 独 立 した 家屋 の 所有
者ではなく, 富裕な有力市民 の 所有す る パ ラ ッ ツ
ォ の
一 部を賃借する人々 で あ るo 即 ち, こ れらの
パ ラ ッ ツ オ の 部屋や店舗 の 賃貸 は, そ の まま地縁
的なまとまりに繋 がり得 た の で あ る.
しか し, こうした地縁的結合関係を, 史料的 に
追うこ と は か なり困難 であ る o そ こ で, 本稿 は,
市 内にお ける店舗 の 賃貸の 在り方を検証し, 貸借
人の在り方を考察して , 今後 の 地縁的結合の研究
の 一 助 とす る こ とを目的 として い るo
垂 直方向 へ と伸び る都市景観 の 展聖は, 1 3せ紀
か ら 14世紀を通ほて形成され た. 市 内 の 各所 に
は, 都市の有力膚 く旧来の都市貴族や新た に都市
に取り込まれ た封建領主, 新興 の商人達l が, そ
れぞれ同族集団を形成して集任し, そこ に 石造 の
堅固な建物を建 て た o これ らは , 住居 で あ る と 同 .
時に, 派閥抗争の 際 の 防衛用 の 要塞 でもあっ た か
らで あるo 尤も, 当初, こ れら の 一 群 の 建造物 の
周囲に は, 木材や荒壁土 で造られた建物 が在 っ たo
火災 - の 懸念 か ら, こ れらが 煉瓦や石造 - と変え
りI
られ て い く の は, 14世 紀に な っ て か ら で あ るo
都市 政治 の 安定化 によ っ て , 1 3世 紀 の 日常的な
抗争状態 が次第に解消され て い くと, パ ラ ッ ツ オ
の 持 っ て い た 要塞として の 性格 は薄れ て い っ た .
建物 の 1階部分 は店舗 と き れ, 窓も広く とられ る
ように なるo 商人連 は こうした パ ラ ッ ツ オ の 上層
階 に住 み , 1階 の 店舗 く通風 倉庫なども付属し
て い るlで営業した o しか しながら, そ の 商 人が,
何 軒も の パ ラ ッ ツ オ や塔を所有して い る場合, 当
然, 使 用 しない 部屋や建物も出てく るo
一 方, 13世紀 か ら 14世紀 の 経済発展 は , 多くJj
人 口 を こ の 都 市に集中させ たo 都市 に 流入してき
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た こ の 人 口 を収容した の が, 上層市民 の 所有して
い た 建物 であ っ た o 貸借人 と なっ た の は , 毛織物
工業 の 賃金労働者 くソ ッ トポ ス テ ィ1 から諸手工
業 の 親方層に至る, 様々 な階層であ るo 殊 に, 都
市の中心部で骨菓する為に は, 富裕な市民達の 所
有する店舗 く通常, 工房や居住部分を含むl を借
り る必要 があ っ た o 富裕 な商人達 が , 市内 に集積
し, また 更に 横櫨的 に購入し て い っ た パ ラ ッ ツ オ
は , こうした需要に 応え るも の と な っ た o こうし
て , 市内各所 の 建物 . 店舗 . 部 屋 が, 新 た に都市




一 般に , 商 人達 が , 不動産購 入 に積極的 であ っ
た理 由として は , 土 地 一 連 物 と いう固定資産の形
で財産を維持しよう とす る意図, 土地 を基盤とす
る封建領主 へ の憧慣 , そして 実際に, 不動産を所
有する こ と が, 社会的評価 の安定に つ な が っ た こ
とが 考えられ るo しか しま た , 商 人 の 側 が 上述 の
ような需要 に応じて , 収 入源 の 1 つ と して 不動産
t2I
を購 入し た可能性も考えられようo
I . デ ル . ぺ - ネ衷 の 賃貸記録帳簿
I
14世紀 の この ような店舗 . 家屋 の 賃貸 に関して
は , フ ィ レ ン ツ ェ の 富裕な商家であ っ た デ ル . ベ
- ネ家 の記銀 が残 っ て い るo 本稿 は, こ の賃貸記
録帳簿Qu ade mettodellepigio ni から, 14世 紀前
半 の フ ィ レ ン ツ ェ に お け る店舗賃貸の在り方を考
察するも の で あ るo 同帳簿に関して ほ, サ ボ - リ
が 分析をして お り, 彼 は そ こ に見られる賃貸料の
金額 の変動 に基 づ い て, 当時の経済変動を考察し
て い るo 彼 の こ の 論文 は , 賃貸契約 の 形態や支払
い 手段などに も目を向け た , 興 味深く, 重 要な研
究 であ る o 本稿も, こ の 研 究 に多く の情報を参燃
した o イ旦し, 彼 の 主 た る 関心 が経済史的なもの で
ある の に対し, 本稿 は , 社会史的な視点 から, 同
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帳簿を見 て い く こ と を意図して い るo
デ ル . べ - ネ家は , 既 に 13世紀末 に は有力な カ
リ マ ラ商人 であ っ た こ と が , 判 っ て い る o 14世 紀
に な る と, カ リ マ ラ組合 Artedi Calim ala と毛織
物菓組合Arte delta La n aの 双 方 に 所属し て お
くJIJ
り, 積極 的な商工業括動を行 っ て い た o それ と共
に, 都市内外に多数 の 不動産を所有しても い た の
で あ る o
市 内に お い て は , ボ ン テ . ペ ッ キ オ と ボ ン テ .
ポン チ
サ ン タ . トリ ニ タ と の 2 つ の 橋 の 間 の ア ル ノJりの
右岸の 一 帯 が, デ ル . ベ - ネ家の 本拠とな っ て い
た . ボ ル ゴ . サ ン テ イ . ア ポ ス トリ通り くボ ル ゴ1
Borgo Santi Apostoli, これ と 平行 した テ ル メ通
り Via delle Ter me, そし て ボ ル ゴ か ら川 へ 通じ
る デ ル . ベ - ネ小 路 Chia s s odei Del Be n eと ア ル
ト ヴ ィ - ティ 小 路Cbiasso degli A lto viti に, その
所有不動産が集積 さ れ て い る こ と が, 確 認 されるo
こ こ は, フ ィ レ ン ツ ェ の ほ ぼ中心部 にあ た るo さ
らに , ボ ン テ . サ ン タ . トリ ニ タを挟 ん で, ア ル
ノ川 の 対岸の 川か らやや南 に位置する サ ン ト ー ス
ビ リ ト広場Piaz za Santo Spirito に も, 同家所有
の パ ラ ッ ツ オ 礁palagio診が 1軒在 っ た o 遅く とも
13世紀末に は , こ の 建物は同家の も の であり, 賓
t51
貸もされて い たよう であ る o
本 稿 の 分-析対象であ る賃貸記録帳簿は, デ ル ,
ベ - ネ家 の 3代にわ たり記録され たも の で, 1315
年 く賃貸 の 内容として は 1314年1 から 136 7年迄
に 及 ぶo 131 5年 か ら 1 326年迄 は フ ラ ン チ ェ ス コ .
デ ィ . ベ - ネ . ベ ン チ ベ ン ニ が 書き手 であり, 26
年に彼 が死ん だ後 , 彼 の 息子 で あるヤ コ ポとア メ
リ ゴ の 兄 弟 が書き継 い だ o 更 に 134 0年 7月 か ら
は, ア メリ ゴ に代わ っ て, その息子 ジ ョ ヴ ァ ン ニ
t61
が ヤ コ ポ と共 に記録を つ け て い るo
フ ラ ン チ ェ ス コ は カ リ マ ラ組合 に登録し て お
り, パ ル デ イ 家と結 び付 い た会社くコ ン パ ニ ー アI
を結成 して い た o 彼 の事業は, パ ル デイ や ベ ル ツ
ツ イ と い っ た 大商社 に依存するもの で あ っ たら し
い o 毛 織物生産に本格的に進出す る の は , 次代以
降, 殊 に, ヤ コ ポ の 息 子 フ ラ ン チ ェ ス コ の 時代 で
あるo
ヤ コ ポに つ い て も, そ の 個 人的来歴 . 活動 に つ
い て , 多く は 明らか で は ない o 清 水庸 一 郎氏 の 研
究 によ る と, 彼 は, 商 菓活動よりは コ ム - ネ く都
市政府う の 役職 に就く こ とに , 積 極 的で あ っ た ら
し い o デ ル . ベ - ネ家 の 不動産経営 に , ヤ コ ポ が
関与し て い た く家賃収入を甥 ジ ョ ヴ ァ ン ニ と 折半
するな どl こ と は確 か で ある が, 実際 の書き手と
して彼 が現れ る部分 は, 多く はな い o 彼 が政治の
役職 に在 っ て , しば しば フ ィ レ ン ツ ェ を離 れて い
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14 世 紀の フ ィ レ ン ツ ユ にお け る店舗 の 賃貸
たこと が, 影響して い る の で あろうo 主た る書き
手は, ア メ リ ゴ とその子 ジ ョ ヴ ァ ン
ニ で ある が ,
m
彼らに つ い て , 詳 しい こ とは 判らない o
帳簿の革製の 表紙 に は , イ ン ク で次 の ように記
されて い るo
こ の 帳簿に は , サ ン ト . ス ビ リ トの我々 の
店子 の こ と, 及 び その他の 我々 の事業 が記き
れるo これ は, 314年く現行暦 で 13 15科 1
く81
月1 日 に書き始 められ た o
この 文 言か ら推測されるように , こ の 帳簿は主に ,
デル . ベ - ネ家の サ ン ト . ス ビ リ ト広場に所有し
て い た 建物の 貸借 人 に関す る記録 で あるo サ ン
ト . ス ビリ トの パ ラ ッ ツ オ は, デ ル
. ペ - ネ の本
拠からはやや離れて い るうえ, こ こ の 貸借人 の入
れ代わり は頻繁であ っ た か ら, 賃貸記銀 の管理 の
最も必要な物件と認識され て い た の で は ない か と
思われる . 一 方, こ の サ ン ト ス ビ リト広場 の パ
ラッ ツ オ 以外の物件 の 賃貸 が記録され始 め る の
は, 1317年 で ある. こ れらは, デ ル
. ベ - ネ の所
有となっ た時期 の 不明な 一 部 の 物件を除けば, 同
帳簿の 記録 の開始後 に購入され たもの で あ っ たo
従っ て, 帳簿が設定された 当初 に, 他の物件が ど
く91
の 程度ま で想定され て い た の か は , 不 明 で あ る.
さて, 賃貸の 対象として帳簿に記され て い る物
件は, 店舗 . 家屋を合 わせ て , ア ル ノ川両岸 で 15
と数えられる く表1及 び表 2を参照lo
まず, サ ン ト . ス ビリ ト広場 の パ ラ ッ ツ オ は,
建物全体が専ら賃貸 に供 せ られて お り, 当初 は店
舗くポ ッ テ - ガ bottegalが 2 つ , 中二階 の ような
もの か と も考えられる二階部屋くパ ル コ palc oIと
屋根裏部屋 け ツ バ ル コ s op palc oI の 付 属し た店
価, そして 広 い 二階部屋 の 付 い た店舗 が在 っ たo
1330年代に最後 の 物件が 2 つ の 店舗 と 1 つ の 大
二 階部屋とに改造 され, サ ン ト . ス ビ リ ト の 賃 貸
ボ.ソテ ー ガ パ ル コ ソ ツ バ ル コ
物件は店舗 が 5 つ , 二階 部屋が 2 つ , 屋根裏部屋
tltJI
が 1 つ と な るo 即 ち, r角 の 店舗 bottega del
Ca ntoJく表 卜 Al, r角 の 第二 店舗 bottega s ec on -
da del CantoJ く表 卜 Bl, r パ ラ ッ ツ オ の 入 口に
あ る 長 い 店舗 o 二 階部屋 及 び 屋根裏部屋付 き
bottega lu ngo1
,
entr ata delpalagio c o npalco e
sop palcoJ く表 ト C l, r階 段 の 処 の 店舗 botega
della sc alaJ,
r新店舗 bottega n uovaJ, r大二 階
部屋 palc ograndeJ く以上, 表 1 - Dl と いう名称
でそれぞれ が呼 ばれ て お り, r長い 店軌 の 二 階部
く川
屋 と屋根裏部屋 とは , 単独 で も賃貸きれて い る o
一 九 ア ル ノ川 の 右岸の 物件 とし て は, 以 下 の
も の が挙げられるo 医師の セ ル . ア ン ドレ ア か ら
購入し た建物 の複数の 二階部屋及 び倉庫付きの店
店舗 く表 2 - El, テ ル メ通 りか ら入 っ た小路 に 在
る店舗 く表 2 - Fl, ト ラ ッ キ ー ノ ー デイ . リ ッ ポ .
デ ル . トラ ッ カ か ら, 13 26年 に貸付 の対価として
得た店舗 で, 彼の 所有す るテ ル メ通り の建物の 1
階 に在 るもの く表 2 - Gl, ポ ル ゴに 在 る家屋 く表
2 - HI, パ ル ド . ア ル トヴイ - ティ の 相続人遠か
ら 1343年 に 購入した家屋く表 2 - り , そして グリ
エ ル モ . アJ
.
レトヴ イ - ティ か ら得たテ ル メ通り の
牌
家屋く表 2 - Jlであ るo こ れらア ル ノ 右岸の 建物
は, デ ル . ベ - ネの本拠 に当 た る地域 に在 っ た o
賃貸 記藤 に は 明言され て い ない が, か か る物件の
うち, 店舗 の み が賃貸 されて い る建物くトラ ッ キ
ー ノ 所有のそれを除くJ の他の 部分は , 所有者で
あるデ ル.. ベ - ネ家が 利用して い た の で は な い か
と思われ るo
2. 契 約 ,
賃貸契約 は, 各賞借入が所有者と直接交わし て
い るo 多く の場合, 1 人 の貸借人は 1物件を借り
る が, とき に ほ複数 の 物件を借り る場合もあ る o
コ ン パ ニ
ー
ア
殊 に , 個 人 で はなく, 会 社として建物の全店舗を
佃
借 りて い る事例 が, 数例見られ るo
さて , 我々 の 検 討して い るデ ル . ベ - ネ家の 物
件 に関しては, 賃貸契約 の 多く は, 公 証 人文書の
作成, 或 い は公証人 の 帳簿 - の 登 記と い う 形を取
らない D 確か に , 契約開始時 の 賃貸記録 の 中 で,
そ の 契約 の 内容 . 条件 に 言及し, 参照す べ き帳簿
などを挙げ る こ と もあ るo しか し, 契約 - の 公証
人の 関与 が示さ れ, そ の 公 証人 の名の 提示され て
KEち
い る 事例 は , ごく僅か で あ るo 覚書 川 コ ル ダ ン
ッ ェ j を含め , こ の ような記録 に お い て は ,
一 般
に, 契約内容やそUl履行状況 の 確認 の 必要 が生じ
た場合 に備 える措置が, 取 ら れ るD 即 ち, その 内
客 . 履行状況を記した帳簿があれ ば, そ の 所 在 が
記され るo また , 公証 人に 契約文書を作成き ゼ ,,1
り5J
なら, そ の 公 証人の名前が記録 され るo 従 っ て,
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デ ル . ベ - ネ の賃貸記録帳簿に, 公 証人 - の 言及
が殆 ど見られな い こ とは, 逆 に , 公証 人の 元 で契
約を交わし て い な い こ と を意味して い る と考えら
れるの で あ るo
但 し, 公 証人を介さない , こ の 契親方法 が , ど
の 程度まで 一 般 的 で あ っ た の か に つ い て は, 明確
で は な い . 同じデ ル . ペ - ネ家の史料でも, 12 99
年から 1304年迄 の サ ン ト ス ビリト の パ ラ ッ ツ オ
の賃貸を記録し た史料では, 公証人文書の存在 が
く鳩
明示されて い るo ま た , 14世 紀後半 の, や はり フ
ィ レ ン ツ ェ の 有力な商人 であ っ た , ニ ッ コ ロ . バ
リコ ル グン ツ エ
ル ドヴイ ネ ッ ティ は , 自身の記した覚 審の中に ,
市内の店舗 の賃貸に関する記録を残して い るo こ
の 覚昏では, 契約文書を作成した公証人 の名 が,
各契約に つ い て挙げられ て おり, 契約の 際に , 正
式の証書を作らな い ま で も, 必ず公証人を介した
こ とが窺えるo 或 る店舗 に関して は, 賃貸契約 の
公証人文蓉の写 しさ えも, 残され て い る の で あ
脚
るo その代わり, パ ル ドヴイ ネ ッ ティ家に関して ,
デ ル . ベ - ネ家の ような独立した賃貸記藤帳簿の
存在は, 確認され て い な い .
L
.
れ ら を考え合わせると, フ ラ ン チ ェ ス コ . チ
ィ
. ベ - ネ か ら ジ ョ ヴァ ン ニ . ダメ リ ゴ に 至る 3
代 の デ ル . ベ - ネ の場合には, し っ か りとした賃
貸記藤帳簿が設定されて い る為に, 契約 の度に公
証人文書を作成すること が不要と意識され, 実際
にも公証人を介した 契約 が為されなか っ た と 推測
され るo 商菓帳簿が発達し, 帳簿に証拠能力 が認
められ て い く の に 並行して , 公 証 人を介さな い商
取引 が 一 般化 して い っ た ように, 賃貸記録帳簿が
設定された こ と によ っ て, 公 証人文書に拠らな い ,
賃貸の管理 が可能に な っ たの で あ るo
賓貸管理 に対する こうした態度 は, 彼 ら に と っ
て, 店舗 の賃貸 が, 商 取 引と同様の事業 の 一 環 と
して 認識されて い た こ とを示すも の で もあるo 前
述 の ニ ッ コ ロ . パ ル ドヴイ ネ ッ ティ が , 覚書の中
に賃貸の記藤 を残して い る こ と と 比較して み よ
うo
l覚番の機能と は , 家産 の 日銀として の それであ
るo 商人遵 はそ こ に , 不 動産の売買 . 貸借, 家族
の出生 . 結婚 . 死亡, 使用人や乳母 へ の 給与支払
い な ど, r家Jく所帯Iの運営状況を記録 し, 後 日,
正規 の帳簿や証書を参燃し たり, 支 払 い の完了を
確認し たりする必要 に備え た o 商取引 の記録 ほ,
こ の ような覚書に は記載されな い . 商取 引に関し
て は , 別個 に帳簿が つ けられ て い るか らで もあり,
ま た , 決 済 が済ん で しま っ た 後 は , 記録 の 不要な
も の だ か ら で もあ る.
一 方, 店舗 . 家屋 の 賃貸は , 所有不動産の 動向
に直接関係するも の で ある上, そ の賃貸料 の支払
い や賃貸条件を巡 る酪酸は, 後 々 ま で, 所有者と
賃借人と の 間 で の係争 の原因に もなり得 るo だか
ら こ そ, 契約を公証人を介して行 い , これに 公的
な証拠能力を持た せ た の で ある が, それの み で は
充分 ではな い . その 賃貸状況を把握し, 必要 に応
じ て公証人 に照会 出来るようにして おく こと, そ
して その 記鐘を, 常に参照出来る状態で, 手元に
残し ておく ことが , 所有者にと っ て は 肝要であ っ
た. 以 上 の ような事情か ら, ニ ッ コ ロ は, 賃質の
状況を覚書に記した と考えられる. 即 ち, 彼にと
っ て , 店舗 . 家屋 の 賃貸ほ, 家産経営 の 一 部とし
00
て 認 識されて い た こ とに なる o
こ れ に 比して , デ ル . ベ - ネ家の場合, 碍舗 .
家屋 の賃貸は, 帳簿で管耳されるも の で あっ たo
万 が 一 に も貸借人と の係争事件の 生 じた場合に
は, 公証人文書で はなく, こ の帳簿その もの が証
拠能力を有する ことに な っ た はずで ある o で は何
故, 公 証人の手 に なる契約書を作らせ なか っ たの
か o
恐 らく, そ の 理 由 の 一 つ に は , 主 た る賃貸物件
であるサ ン ト . ス ビ リト広場の パ ラ ッ ツ オ が, チ
ル . ベ - ネ家の居住用 で は なく, 完全 に賃貸 に充
て られ たも の で ある こ と が挙げられようo 地理的
にも, デ ル ー ベ - ネの 本拠と はやや離れた場所に
在 っ た こ の 建物は , 家賃収入を生 み出すも の と し
て の み , 認 識され て い た の で あ るo ま た , 短期間
のうち に く短 い も の で は , 半年の 例 が見ら れ るl
賃借人 が入れ代 わ っ て しまうこ と の多 い 物件 であ
る こ とも, 契約 の 度に公証人に依頼するという繁
雑さを避けさせ る, 誘 因 と な っ た で あ ろうo
こうして 結ばれ る契約 の期 間は, 通常, 11月1
日 に始まる o 表 1, 2 に明らか なように, 圧倒的
に多く の貸借人 が, こ の 日か ら物件を借りて い る
の で ある. これ は , デ ル . べ - ネ 家の 賃借人 に限
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っ たこ と で は なく , パ ル ドヴ イ ネ ッ ティ 家の貸借
人に関しても, 同様の 傾向 が見られ るo 11月 1 日
以外では, 5月 1 日 から賃貸 が開始される例も少
なくない . 5月 1 日 と 11月 1 日 は, 慣 習的 に 決済
日と きれて い た o それ故に , こ の 両 日 が区切り の
良い 日と して, 入居 日 に選 ば れ る こ と が多か っ た
の で あろうo
契約期間 は , 基本的 に 1年間 であるo こ の 1年
間を経 て, 貸借 人に 当該物件から移動する意志が
無ければ, その まま契約 が更新きれ たらし い o こ
の契約 の更新に つ い て は , 帳簿の記載 に お い て ,
特に 言及され る こ と は 無く, 賃貸料の支払 い の 記
録が記され る の み で あ るb 但 し, 賃借 が続行され
る場合でも, 賃 貸料 の値上げなど, 契約内容に変
更の あ る とき に は ,
r再 賃貸 ralogagioneJ と し
て, 改め て契約 が為 され, 帳簿に記録されるo 契
約内容が こ の ように変更され る の は , 常 に契約更
新の際.で, 契約期間 の 途中で は, 変更 は行われな
い o 即 ち, 賃貸人側も, こ の 契約 に拘束され て お
り, 1年 間 の契約期間中は, 条件を変更する こ と
は出来な い の で ある o こうした 原則は, 現在 の 不
n9
動産賃貸と全く変わらない o
現在の 賃貸契約 と異なる の は, 賃貸料 の支払 い
方法であるo 賃 貸料 は , 概 し て , 当該契約期 間が
始ま っ てか ら半年後に , 半 年分 が支払われ, 1年
後に残り半年分 が支払われ るo つ まり半年毎の 後
払い で あり, パ ル ドヴ イ ネ ッ ティ の 場合も, 同様
aO
の 方法 が採られ て い るo
チ ョ - ネ . ディ . チ ェ オ は , サ ン ト . ス ビ
リ ト広場に面した所 に我々 か ら借り て い る第
一 の 店舗 の , そ の 上 に借 りて い る中 二 階に つ
い て , 去 る 319年 11月 1 日 から 320年 5月 1
日ま で の 過 去 6 ヵ 月 の家賃 として以下を支払
っ た. 即 ち, 現金 で 4 1トン プ レ を前述 の 5月
11 日 に私 に 手渡した o こ叫ま上記の 期間 の 上
ロu
記の 中二 階 に 関す るも の で あるo
前述の ように , 賃借人 の 移動 が 11月 1 日 に多
く, 次 い で 5月 1 日 に多い こ と に も, こ の 半 年払
い の 方式が影響し て い るo 賃借 人は , 契約期間 の
途中で退去す る場合 でも, 区切 りの 良い 半年 で ,
契約を打ち切 る こ と が多い o 従 っ て, 11月 1 日 に
開始され た契約 が, 半年後 の , 或い は数年半後の
4月 30 日 に打ち切られ, 新た な契約 が 5月 1 日か
ら始まる頻度が高くなる の で あるo この 半年払 い
方式は , 契 約 が い つ か ら 開始きれても同様であるo
例 え ば, 1月 23 日か ら の契約 であれば, こ こ を起
紳
点 に半年毎 に賃貸料が支払われて い く.
但 し, 2箇 月後, 3 箇月後 また 1年後と いう
釦I
例 も見られるo 何箇月毎の支払 い にする か は, 賃
貸人と賃借人の両者 の合意 によ る と思われ るo 賃
貸 人 の 側か らすれば, 短期毎の 支払 い の 方 が, 質
貸料の 回収 が確実であるo 賃 借人 が支払 い 不能に
陥 っ た場合 で も, 欠損 は少なく て済むであろう.
1365年 か らサ ン ト . ス ビ リト広場の パ ラ ッ ツ オ 全
体を借り た,.教師
マ エ ス ト ロ ー ヴ ュ ン ト ゥ - ラ の
事例で は , 貴初 の 1年間は 1年後払 い で あ っ た も
の が , 次 の年 に は 2箇月後払 い に変更 され て い るo
金額 が大き い だけ に, 支 払 い を小分けにし た方 が,
マ エ ス トロ . ヴ ュ ン ト ゥ - ラも支払 い 易く, デ ル .
ベ - ネ側 も, 着実な賃貸料の受領を期待出来た の
か o 或い は, マ エ ス ト ロ . ヴ ュ ン ト ゥ - ラ の 経営
状態 く彼はこ の パ ラ ッ ツ オ で, 読み書きを教え る
恵塾を開 い て い たう が, 思 わしくなくな っ た可能
伽
性 もあるo
しか し, 後 払 い の 原則は常に変わらず, よ り確
実な賃貸料 の 回収を目的とす る, 前払い - と変更
され る こ とはない o 商品を買 っ て 対価を支払う の
と同様に, 一 定の 物件 の 一 定期 間 の 用益権を行使
した く即ち買 い 取 っ た1 ことに対し て, 対価 二 賃
貸料を支払うと いう思考を, そ の背景 に見 る こ と
が 出来る . こ れは, 耕地 の 小作契約 く小作契約 の
場合 は, 小作料 は現物 の 折半 で支払われ る の で ,
定額 で は ないI とも, 共通し て い るo 投資 で ほ な
い か ら, 金額 の 多寡 に拘らず, まだ 受益して い な
い 分 に つ い て , 予め対価を支払う ー 受け取 る と い
珊
う発想が , 基本的 に無 い の で あ る.
その 支払 い は , 設定 さ れた 契約期間の 終了後
間もなく行われ るQ 例 え ば, 5月 1 日 から 10 月 31
日 の 半年分 の 賃貸料は . 11月半 ば迄 に 支払 わ れ る
の が普通 であ る. しか し, 滞納 に 対して , 過去や
何らか の 罰則 . 割増金 が , 貸借 人に 課 き れて い る
様子は な い o また , 賃借 人 が 賃貸料 の
一 部 を期 日
に 支払 い , 残りを数 カ月後 に支払うような倒 し毘
C2Q
られ る o い ずれ にせ よ, 賃 借人 に対して , あまり
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しか しながら, ポ ル ゴ に 在 る家屋を 1 327年 か ら
24年間に わた っ て借りて い た , バ ン ケ ッ ロ . デイ .
メ ッ セ - ル . マ ネ ン テ ..デ
ー ブォ ン デ ル モ ン テイ
に 対す る, デ ル . ベ - ネ側 の寛容さ は些 か極端で
あ るo 1330年代迄 は , バ ン ケ ッ ロ は 期 日を守 っ て ,
賃 貸料を納め て い たo と こ ろ が 1340年代に なる
と, 1341年 5月から 10月迄 の半年分 の 支払い が ,
漸 く 134 5年 1 月 に完了す るなど, 彼 の 賃貸料納入
に は 著し い 遅滞 が見られ るように なる. それ で も,
帳簿の 記録 に は, 彼に割増金を要求し たり, 退 去
帥
を促した様子ほ窺われな い o
賃貸料 の長期滞納 に対する, か く も寛容な態度
の 一 因は, 件 の パ ン ケ ッ ロ が , ポ ル ゴ ー 帯に勢力
基盤を持 っ て い た フィ レ ン ツ ェ の 有力家門, ブ ォ
ン デ ル モ ン テイ家に属して い た こ と に求 め られよ
うo ブ ォ ン デ ル モ ン テイ と い う経済的な後盾の確
実な破か らは, 賃貸料 の 滞納分を回収し損なうこ
とほな い o 実際に , 彼 の 兄弟が彼の為に, 賃貸料
紳
を支払 っ て い る事例もあるo 同時に, 同 じ地域 に
本拠を持 つ有力家門同士 の 協調と いう観点も, そ
こ に作用して い た と思われる . 不動産賃貸と いう
経済的 な関係に, 地 域 の 人的な結び付きが影響し
て い るの で あるo
上述 の バ ン ケ ッ ロ . チ . ブ ォ ン デ ル モ ン テイ が
支敬 っ て い た , 家屋 1軒分 の賃貸料は, 年に 1 2金
フ ィ オ リ ー ニ で あ っ た o こ れ に対し, 1343年 に デ
ル ー ベ - ネ が, ア ル ト ヴ イ - ティ か ら購入した家
屋の賃貸料 は, 年に 13- 16リ ッ プ レく当時の 1金
フ ィ オ リ ー ノ は約 3 リ ッ プ レ に換算されるの で,
4 - 5金フ ィ オ リ ー ニ 程度になるl である . 家屋
1 軒当 たり の 賃貸 に関して は, そ れぞれ の建物の
規模 が不明なの で, 単純 に 賃貸料の金額を比較す
る ことは出来な い が , 物 件 に よ っ て か なり の差異
が見られ る. 一 方, 1 店舗 く或 い は 二 階部屋1 単
独 の 賃貸料 は , や は り物件によ っ て差異 があるも
の の , 1年間に ほ ぼ 10 リッ プ レ 前後 で あるo 但 し,
テ ル メ 通り に 在 る トラ ッ キ ー ノ の家 の 1階 の 店舗
の 賃貸料は, 6 - 1 0金 フ ィ オ リ ー ニ と い う高額 で
ある. ま た, サ ン ト . ス ビリ ト広場 の パ ラ ッ ツ オ
に 在 っ た r巨大な二階部屋 J も広 い為か , 7金 フ
ィ オ リ
ー ニ 前後 と い う, 同 じ建物 の他 の物件の 約
色
物
2 倍 の 賃貸料と な っ て い るo
こうした賃貸料 は , 賃 借 人の 生活に と っ て, ど
の 程 度 の 経済的負担 とな っ た の で あ ろ うかo 13慢
紀末 の , バ ギ ノ ー ア ン マ ン ナ - テ Jt の 2人の子供
の 為 の後見 の記蘇 で は , 128 9年の記事 の中に, 2
人分 の 13箇月 の 食費と し て 21リ ッ プ レ 12ソ ル
デ イく当時 の 換算率で は釣 12金 フ ィ オリ ー ニlと
いう金額 が挙げられ て い るQ ま た , 1427年 に カタ
ス ト く課税財産調査l が施行され た際に は, 課税
控除額を決定する為 の 基準として , 1 人当たりの
年間生活費が 14金 フ ィ オ リ ー ニ と算定された こ
と が知られ て い るo 但 し, 前者 が, 上層市民の家
計と は い え, 子供2人分 の, それも食費の み の金
額 であ る こ とと, 2 つ の 数値 の 間 に 1せ紀以上 に
わ た る物価 . 貨幣価値 の変動 が存在する こと を,
考慮に入れなければならない o こうして , 14世紀
前半 か ら中葉 に か け て の, 社 会 の中 一 下層に属す
る成人 1人 の年間生括費を推定して み ると, lo金
フ ィ オ リ ー ニ 程度に はなる であろうo 従 っ て, 或
る貸借人 が 1店舗を単独 で借 りて い た場合, 年間
生活費の 5身 の 1程度に 当たる金額を, 賃貸料と
して支払 っ て い た こ とに なるc 一 方, 14世紀後半
に , 毛織物塵菓に従事して い た 下層の賃金労働者
く打毛工 な ど1 の年収 は, 15- 20金フ ィ オ リ.
- ニ
伽I
く1 日平均 3 - 4 ソル デ イ1 であ っ たo これらの
数値を捻ノ合す ると, 1物 件当たり の 賃貸料 は, 比
較的所得 の低い 賃借 人であ っ て も, 一 応は 生活に
支障をき たさな い 程度の金額 で あ っ た と, 結論す
る こ と が出来よう.
しか しな がら, 複数 の 物件, 或 い は 高額 の物件
を借り て い る賃借人 の場合,.経済状態
が悪化する
と, 賃貸料は相当な負担となり か ねなか っ たo フ
ィ レ ン ツ ェ を不況 の 影 が覆 い 始 め た 1341年 の 秋,
毛織物業者 の バ ル ト ロ . ディ . セ ル ー マ ル テ ィ ノ
く及 びそ の共同経営者達lは , r商売 の 状況 の 悪化
の為 に くper lo male stat odell
,
artelJ, 年 に 20
金 フ ィ オ リ ー ニ の 賃貸料を負担L きれなくなり,
サ ン ト . ス ビ リ ト広場の パ ラ ッ ツ オ 内の 5 つ の 物
件 の 貸借を中止し て い るo 賃貸料 は , 経済変動を
反映し て変動し て い る も の の , そ の 動 きは 緩慢 だ
飢
っ た の で あ る o
更に , 店舗及 び 二階部屋 . 屋根裏部屋 に つ い て,
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各物件の賃貸料を比較して み ると, 地域 に よ る不
動産の 価値 の 相違 が, そ こ に 反 映し て い る こ と が
窺え るo サ ン ト
. ス ビリ ト広場 の パ ラ ッ ツ オ の 場
令, 先に も触れ た
r巨 大 な二 階部乳 の 例外を除
い て , ど の 物件 の 賃貸料も 131 0年代か ら1 360年
代に至る迄, 年 10リ ッ プ レ 前後か ら 14リ ッ プ レ
程度であるo こ れ に 対して , テ ル メ通り の 物件 で
紘, 年 5金 フ ィ オ リ
ー ニ く約 16リ ッ プ レlを下回
8み
る事例は見られな い o
か か る賃貸料 の 格差 の理由は , テ ル メ 通 りと サ
ン ト ス ビリト広場と の , 立地条件の相違に求め
られるo 前者が フ ィ レ ン ツ ェ の 経済的中心部 に位
置して い た の に対し, 後者 の 在 っ た ア ル ノ 川左岸
は, 新た に 発展し た , 低所得層 の 多い 地域 で あ っ
たo 左岸 の 地域を指す, オ ル ト ラ ル ノ 01trarno
くrア ル ノ 川 の 向こう側Jl と いう呼称自体 が, 右
岸を中心とする見方を示し て い る o こ の 立地条件
が, 不動産 の 価値に反映し, 賃貸料 にも影響して
い るの で あ るo ま た, 実際, 貸借 人 の 経済状態 .
支払い 能力を考慮する と , ア ル ノJlは 岸では, 賃
貸料を低額に抑 えぎるを得なか っ た と 思われるo
ニ ッ コ ロ
. パ ル ドヴ イ ネ ッ ティ の 賃貸記僻も,
こ の 推測を裏付けるo 彼 の 所有物件は, 紫撃な商
業中心街であるポ ル . サ ン タ . マ リア く聖母 マ リ
ア脚 通りと, こ れに 通じ る ボ ル ゴ とを 2辺とす
る 一 画 に在 っ た o デ ル . ベ - ネ の 帳簿の 記録 と重
なる時期 く1350, 60年代う に関して , 賃貸料を調
べ て みる と , 1店舗 の 賃貸料は , 最低 で も年 に 5
金フ ィ オ リ ー ニ で あるo 殊 に , ポ ル . サ ン タ . マ
リア通 りに面し た店舗 の 事例 で は, 年 額 36金 フ ィ
オ リ ー ニ の 賃貸料さえ見受けられ る o 同 店舗 の 立
地条件の良さ が, こ の 高額 の 賃貸料 の 根拠と な っ
てい る の で あ ろ うo か か る店舗 の 賃借人達は , 高
額の 賃貸料を負担でき る経済力を持 っ た , 独立 の
約
親方層であ っ た p
しか し賃貸料 は , 必ず しも現金 で支払われ た訳
で は ない o デ ル . ベ - ネ の 物 件 に 関して は, 賃貸
料の 一 部 が , 穀物, 葡萄酒な ど の 品物 で納め られ
る こともあ っ た o また , デ ル . ベ - ネ側 が 賃借人
から品物を買 い , そ の 代金を支払う代わり に , 当
該貸借人か ら受け取 る ペ き賃貸料 の 一 部 に こ れ を
算入する方法も, しばしば行われた o こ の 方法 の
対象とな る の は, 釈 , 桶 な ど の 手 工業製品 である.
更に , 以下 の よう に , 測 量士で ある賃借人 にデ ル .
ベ - ネ の 土 地 の 測量をさ せ , その 報酬 と して 彼 が
受け取 る べ き金額を, 賃貸料か ら控除し て い る事
例も見られ る o こうした方法 の背後 に は, 日常生
活 で の 接触 が , 両者の 間に 在 っ た と考えられ るo
樽職人 の サ ル プ ッ チ ョ は , 32 5年 1 1月 1 日
か ら 32 6年 5月 1 日ま で の 6 ヵ 月分 の 家賃 と
し て以下を支払う べ しQ 2 金 7 イ オ リ ー ニ o
同 人は こ れ を支払 っ た が , それ は, 我々 が 披
か ら 2金7 イ オ リ ー ニ で 買 っ た大桶 1個 で 立
て替えられた o
セ ル . ト マ ソ . デ ッ ラ バ コ は 328年2月 20
日 に , 我々 か ら借りて い る中二階 の家賃とし
て以下を支払 っ た o これ は, 328年 11月 1 日
か ら 3 29年 5月 1 日ま で の 分 で あるo 即 ち 4
リ ッ プ レ 10ソ ル ディ o こ の 金額は , マ ン ノ .
デ ル . キア ロ か ら我々 の 購 入し た土 地 の 測量
の報酬として , 彼 が我々 か ら受け取 る ペ きも
糾I
の だ っ たo
ま た , 現金で賃貸料を支払うにも, フ ィ オ リ ー
ノ金 貨で の 支 払し撃と, 銀 貨 くピ ッ チ ョ ロ1 で の 支
払 い とが あ っ た o 支払 い で の 2種類 の 貨幣体系 の
切り換え は, か なり自由に行われ, 契約時に金フ
ィ オ リ ー ノ で算定された賃貸料 が銀貨 で支払われ
る事例も, ま た, その 逆も見られ るo 概 して , 金
貨は高額 の国際的な取引 に, 銀貨は 日常的な少額
の 支払 い に 用 い られて お り, 高額 の商取引に関係
しない中 . 下層 の 小商人や手工業者, 賃 金労働者
に は, 金貨 に接触する機会も少なか っ た o 叙 貸 と
金貨とを両替す る の も, 日 常的 に貨幣操作をし て
い る有力商人と は 異なrj, 彼 らに と っ て は 煩雑 で
あるo と こ ろが , 賃借 人 の多くは , こ う し た中層
以下 の 人間であ っ た o そ の 為に , そ の 時 々 で 賃借
人に僚 の良い 貸幣で賃貸料を支払う こ と が , 認め
ら れ て い た の で あろ うo 但 し, 契約 と 異なる貨幣
を以 て支払われ た 場合, 帳簿の 記鍬 こは , 支払 い
当 日 の 金貨 と 鋭貸 の 交換率が挙げられ て い るo 交
換率は常 に変動し て い た の で, 抜け 目の な い 商人
でもあ る賃貸人は. こ の 安換率 の 変動を碑諾し ノし
上 で 金 . 銀両貸 の 換算をし, 支払 い の 際 の 貨幣の
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種類を切り替え る こ と に よ っ て 捜 をしない ように
鵬
して い た の で あ るo
3. 賃 借 人
デ ル . ベ - ネ家の 賃借人達は, 様々 な階層に属
し, その 職種も多様であ る o し か し, そ の 多様な
職種 に も, 地域性 . 関連性 が窺え る場合 があるo
まず, サ ン ト . ス ビ リト広場の 物件の 場合, 帳簿
に職業の 明示 され て い る 2 6名 の 賃借人の 多く が,
毛織物産菓に関係して い るo 織 元 で あ る毛織物菓
コ ンパ ニ ー ア
者1an aiuolo とそ の 会 社 が, パ ラ ッ ツ オ の 大部分
の店舗を
I
一 挙に 賃借し て い る事例 は 5件あ るo そ
して , こ れ以外に , 刷 毛 工 sc ardas siere, 織 布 工 と
織布女 工 te sitoreノtessitora, 起毛 工 cardatore,
仕 上 げ 工 conciator e, 整 経く織機に経糸を揃えるI
女 工 orditor a, 洗 毛 工 1av atore, 節 取 り 工 z ec-
colatore が, こ の パ ラ ッ ツ オ の物件を借り て い る
の で あるo く表 1l
こ の よう に, サ ン ト ー ス ビリ ト広場に , 毛織物
産業に関連 した職種 の賃借人 が多い こ とに つ い て
は , 2 つ の 理 由 が考えられようo
第1,に, デ ル . ベ - ネ家自体が, 毛織物業者で
あ っ た こ と が挙げられるo 当時の フ ィ レ ン ツ ェ の
毛織物産業は, 富裕な資本提供者である毛織物業
者達を頂点 とし た, ピ ラ ミ ッ ド型 の 組織を形成し
て い たo 関連職種は絶 て - 染色業者の ように自
立し た下清け菓を営ん で い る職種をも含めて , 最
下層の貸金労働者に至る迄, 毛織物組合の規制 の
下 に 置 か れ て い た の で あ るo
勿論, だ か らと言 っ て , サ ン ト . ス ビリ ト広場
に店舗を借り て い た 刷毛 工や織布工 が, デ ル . ベ
- ネ家と明確な結び付きを有して い た と確言は出
来ない o 実際, 比較的短期 で退去してしまう事例
が多い の で , 織 元 の デ ル . ベ - ネ を主柱 とする,
問屋制 の ような体制を想定する こ と は 難しい o し
か しな がら, こ れら の 貸借人通 が物件を探す上 で
の 人的関係 の中に , 毛 織物業者であるデ ル . ペ -
ネ が含 まれ て い た 可能嘩は高 い の で あ る o
第 2 の理由は, こ の 広場 が, ヴイ ア . マ ッ ジ ョ
くr大通りJの 意lの ご く近く に在 っ た こ と で あ るo
ゲイ ア ー マ ッ ジ ョ は, 毛織 物業者が軒を連ねる通
り であ っ た o ヴ ィ ア ー マ ッ ジ ョ に 店舗 を持たない ,
或しiは そ こ に店舗を持ちながら, 更 に 経営規模の
拡大を図 る毛織物業者が, サ ン ト . ス ビ リ ト広場
の物件 くしかも彼ら は , そ の 所有者た るデル . ベ
- ネ と 組合 . 営業を通 じて結び付 い て い る1を借
りる こと は, ご く自然な こ と で あ る o ま た 下請け
の職種も, ヴイ ア . マ ッ ジ ョ の 近 隣に店を構えれ
舶
ば , 営業上便利 であ っ た o
一 方 , ア ル ノ川右岸 の 物件で は, 職種 の 明らか
な賃借 人 8人 のうち, 6 人 まで が, 靴底 などに 用
い る為 に裁断され た革を売る , 草屋 pe z zaio であ
るく表 2,o しか し, そ の うちの 5人 は, ト ラ ッ キ
ー ノ 所有 の 建物 の 店舗を順次 , 借 り て い る に過ぎ
ず, こ の 地域 に 殊更 こ の 職種 が多 い と は 言えない .
ま た, 残 る 2 人 の うち の 1 人 の 皮 な め し業者
galigaiogro ss oも, 貸借期間は ごく短く, 草屋と
特に繋がり が あ る と は 思えず, こ の地域 に職業的
帥
な偏向を見出 だす ことは出来な い o
寧ろ , こ の 地 域の 物件に , 同地域 の有力家門で
ある, ブ ォ ン デ ル モ ン テイ家やア ッ チ ャ イ ウ ォ ー
リ家に属する賃借人 が屠る こ と に , 注 肖し た い .
フ ィ レ ン ツ ェ に お い て も, 同族の 結合 は重要なも
の で あ っ た し, 実際に 父系親族 が特定地域 に集中
して居住して も い た が, それ は , ジ ュ ノ ヴァ の よ
う に強固な地域的ま とまりを形成する こ と は なか
細
っ たo 寧ろ, 共通 の 地域 に本拠を持つ 上層市民同
士 が, 不 動産を賃貸し, 連帯して い る 状況をこ こ
に看取する こ と は出来な い で あろうか o 第 2節で
述 べ た , バ ン ケ ッ ロ . チ . ブ ォ ン デ ル モ ン テイ の
賃貸料滞納に対するデ ル . ベ - ネ側 の極め て寛容
な態度に も, そ の ような連帯が窺え るように思うo
ま た , パ ン ケ ッ ロ の 退去後の Jif-
ル ゴの 家屋を借り
た メ ッ セ - ル . ビ ン ド ゥ ッ チ ョ . ダ . リ カ ー ゾリ
の 為 に, フ ラ ン チ ェ ス コ . デ ル . ベ - ネ く帳簿の
他 の部分 の記述 か ら判断すると, ア メ リ ゴ の 息子
で あ るl が , 2年分 く13 57年 7月 - 1359年 6別
の賃貸料 24金 フ ィ オ リ ー ニ を代納し て い る事例
もあ るo これ も, 通常で は 考えられない 措置であ
脚
り, 両者 の特別 な繋 がりを推測さ せ る o
残念な がら, 史料 の 性格上 , 賃 貸人た る デ ル .
ベ - ネ家 の 人間と賃借人連と の 接触の度合 い , 演
借人に対するデ ル . ベ - ネ家の 態度に つ い て , こ
れ以上 の 具体的な情報は得られな い o だ が , デ ル ー
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べ - ネ家の 若 い 成月 が, 賃貸料 の 回収 をして い る
事例がしばしば見られ る こ とに は , 注意 し て お き
か -o フ ラ ン チ ェ ス コ 存命中に は, ヤ コ ポと ア メ
リ ゴが, 後に は 彼ら の 息子達が , 賃貸料を受け取
っ てきて い るo 彼 らは,
一 種 の 修業として , 回収
に行かされ た と 思われ るo こうする こ とで , 若い
せ代が 不動産経営の業務 にも慣れ, 賃借人 と の関
係 悼 なる顔馴染 み で はなく, 賃貸人と貸借人と
してI を認識も できるの で あ るo 確か に , 賃 借 人
自身が賃貸料を持参する こ と も多い が , こ の よう
に息子逮が集金 に 回らされ る点 に , デ ル
. ベ - ネ
家の , 事業として の不動産経営 - の積極性を見る
t畑
こ とが で きようo
ま た, 3 0年以上 にわた っ て サ ン ト ス ビ リト広
場の パ ラ ッ ツ オ の 貸借人 であ っ た , チ ョ
- ネ . チ
ィ , チ ェ オ な る人物 が , デ ル
. ベ ー ネ との 密接な
関係を推測さ せ る こ とも, 目 を引く o 彼は, パ ラ
ッ ッ ォ め補修 の際に費用 一 切 を立 て替えて く補修
費は賃借人達 が負担したl, 後 に 賃借人遠か ら これ
を回収するな ど, サ ン ト ス ビ リト の物件のま と
め役を果 た して い たo ま た, 他の 賃借人 の賃貸料
を彼が持っ て きて い る事例も, しばしば見られる o
しか もそれ は , 彼 自身がサ ン ト ス ビリトの物件
を退去した後も続 い て い るo こ の ような人物 の存
在は, デ ル . ベ - ネ の本拠か らやや離れ た, サ ン
ト . ス ビリト広場 の物件を管理 . 運営する上 で,
重宝で あ っ た ろうo 賃貸人と貸借 人と の 人的な結
Olu
び付きの 一 端を示す例 であ るo
無論, 絶 て の 賃借人 が骨に , 賃貸人 と密な関係
に在 っ た訳 で はな い o 殊 に サ ン ト . ス ビリ ト広場
の物件で は , 賃借 人 の 移動 は か なり頻繁 で, しば
しば 1年で退去して しまう. 居住条件の良くない
物件は, 賃 借人 の 回転 が速 い と い う こ と もあ ろ
紺
うo だ が , こ の 賃借人 の 移動 は, フ ィ レ ン ツ ェ の ,
就中, サ ン ト . ス ビ リ ト広場の在 る オ ル トラ ル ノ
の 人口 移動率 の 高 さ をも示して い るo 1店舗 く先
にも触れたように住居を含 むl を借りて , 毛 織物
産業の 下請け とし て働き, 何 年 か を経 る と何処か
へ 移動して い くo そうした比較的下層の都市人 口
の 流動性を, こ の 賃貸記録 は示唆するo こ れ に 比
べ て , テ ル メ 通 り の店舗を借り て い た草屋連や ,
サン ト ス ビリト広場に居 た毛織物業者達, 女仕
脚
立屋な ど の貸借期間は, 概して長 い o
また , 女性 に関して は, 夫の 賃借物件を受け継
い だ寡婦 の名前が空自 にな っ て い た り, 名前が間
違えられて い た りする事例, 或 い は, 賃借人が ,
r階段 の 下 の店を借りて い る女性J と い っ た 表現
で しか 示きれない事例 が, 帳簿に は見受けられ るo
即 ち, 書き手 に と っ て , 彼女達は その程度の認識
く畑
で 済む存在 であ っ た と いうこと になるo
確か に , 当時 の フ ィ レ ン Iy ェ に お い て , 女性 の
法的な立場は弱 い もの で あっ たo 契約に お い て も,
概 して , 女性 は前面 には出ない . テ ル メ通 りの物
件の賃貸でも, 賃借人たる女性 マ ドン ナ . ディ -
ナ の 娘婿 が , 支 払 い を保証し て い る事例 が見られ
縛
る. デ ル . ベ - ネの 認識も, こうした社会的状況
を反映し て い る の であ ろうo
しか しな がら, デ ル . ベ - ネ の 貸借人の中には,
単独 で契約 を結ん で い る女性も多い o 就中, サ ン
ト . ス ビリ ト広場 の パ ラ ッ ツ オ に 関して は, 女仕
立屋 sa rtore s s aや織布女 工 tessitor aく史料 で は
藍tessitoreさと男性形 である が1と い っ た, 職寮を
明示され て い る 女性を含めて , 10人 以上 の女性
が , 賃貸契約 の 当事者として記録されて い る く表
11o 恐 らく, 彼女達は寡婦であろうが, そ の 経済
的自立性 が窺われる.
こ れに は , 先述 の 毛織物産業に関係の深 い サ ン
ト . ス ビリ トの 地域性も, 影響して い る の で あろ
.
うo 織布工程 などに は , 女性労働も大きな割合を
占め て い た か ら で あ る.
r階段 の 店に居 る女性Jの
為 に, チ ェ ッ コ なる毛織物業者が, ま た モ ン ナ .
ス コ ツ タ の 為に , 賃借人でもあ っ た毛織物業者 バ
ル ト ロ ー デイ . セ ル . マ ル チイ ノ が, 賃 貸料を代
納して い る事例 は, 彼 女達が , ヴイ ア . マ ッ ジ ョ
t嶋
の 毛織物産業と関係して い た こ とを推測 さ せ るc
積極 的に 経済括動 に携わる中 一 下層 の 女性 の 逢し
き が , こ こ に 見られ る の で は なか ろう かo
最 後 に , 貸借 人 相互 の関係 で ある が , こ の 間 題
に つ い て は, 具体的な情報を貸賃記鍬帳簿か ら得
る こ と は 出来なか っ た o た だ, 前述 の チ ョ - ネ .
デイ . チ ェ オ が , サ ン ト
. ス ビ リト広場 の 建物 に
お い て , 賃借 人 の まと め 役を果たし て い た 例 に 見
られ るような, 容易に 推測 きれ る, 日 骨的な安緑
が存在して い た こ と は 認め られようD
- 21 -
おわりに
以上 デ ル . ベ - ネ家の 賃貸記鐘帳簿を中心に ,
14せ 紀前半の店舗 の 賃貸と, 都市内 の居住 の 在り
方とを検討してき た o 貸賃 の 方法とその管軌 不
動産の 運営に対するデ ル . ベ - ネ家の 姿勢, そし
て賃借人達の在り方は, 当時の フ ィ レ ン ツ ェ の 地
域社会 の 一 つ の 断面を示すも の で あ るo
本稿 で検討した史料 から は, 人間関係は明確に
はならな い が, こ こ で 得られ た情報は, 筆者の従
来の関心事で ある, 地域的な人的結合関係を考え
抑
て い く上 で も, 参考となるo 特に , サ ン ト ス ビ
リト広場 のように , 自ら の本拠 から離れ た地域 の
地織的関係の中で, パ ラ ッ ツ オ の 所有者であ るデ
ル . ベ
- ネ家が , どの ような位置 に在 っ た の か と
いう問題は, 今後の 研究課題とし て い き た い o
証
印 Ch. de La Ronciere, La vie p
rivee des
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- 19 3.
く21 15世紀 になると, 外部 か ら隔絶し, 賃貸され
る店舗や部屋を持た な い 建物 が造られるo R.A .
Goldthw aite, The Florentine Pale ce as
Dom estic Architecture, A m erica n msto rica
l
Review , 77く1972l, p p.97
-1012
く31 Qu ade m etto dele Pigio ni, A SF, Archivio
DelBene, n .26仁以下 Quadern ettoコ. A . Sapo ri,
case eboteghe a Firen ze net Tre ce nto, Id. ,
studi dision
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ed. , v ol.IくFir en ze, 1 9551, pp.306
-352.
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Tre c e nto eI
,
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dia ria , oP. cit. , pp.19 3
-2 21.
く4ナ Sapori, Case. cit. , p p1305
- 306. 清水 康 一 郎
r中世後期イタリア に お け る都市国家の膨張と
市民洞 Fイタリア中世 の都市社 創 備 披啓胤
19 0l, p p.69-99. が J マ ラ商人は, フ ラ ン ドル
を主 とする外国産 の毛織物 の 輸入
一 加 工 . 販売
を, 毛織物業者は , 羊毛の輸 入
. 毛織物製造 .
販売を業務として い たo
t51 Sapori, Case. cit. , p.3 06e 37. Pagine del
Libricciolo perso nale di Fran ce s co del Ben e





w entini del D喝 entO, a
cur adi A. CastellaniくFirenze, 1952I, p.702
く6I Sapori, Case. cit. , p p.3 06
-30 7.
く7ナ 清水前掲論 文 pp.72
-73. 筆跡 か ら は 必ずしも
書き手を確定できな い o しか し, 鑑ioJa chopo浄
く私 ヤ コ 珊 と いうように, 書き手 が自身の名
を示 して い る記事か ら, 比較的明瞭な筆跡を判
別し, 参考 に した o
く引 Qu ade meito, copertin a.
く91 但 し, 帳簿 の表紙その も の に , こうした文章
が記され る こ と は 一 般的 で は な い o
uol サボ J Jは , 13 32年 に こ の改造が行われ たと
しな がら, そ の推論 の 根拠を特に挙げて はい な
い o しか し, 13 32年を境 に, 改造され たとされ
る従来 の物件 の名称 が変わ るの は , 事実であるo
恐 らく彼 は, こ の名称 の変化 から, 改造 の 年を
132年と推定し た と思われるo Sapori, Cas e.
cit. , pp.306
-307.
tll こ の サ ン ト
. ス ビリ ト の物件数に つ い て は,
サ ボ - lに 従 っ た o 貸借物件 の確定出来ない 記
録 が , 数件ある が , それ らは 除外した o
t121 サボ - Jは, そ の 論文 に お い て, F とJの 物
件 に は全く言及して い な い o cf. Sapori,im utui
dei m ercanti. cit.
t131 Qu ade meito, 39v, 40r, e c c. 表 1, n .3,4, 5を
参照 Q
く141 Qu adem etto, 16r, 20r, 23y.
t151 覚書の 史料的性格 に つ い て は, 拙 稿
rFP世イ
タリア 商人 の 覚 乱 F地中海学研 軌 15く19 21,
p p.97
- 121を参照 o
t161 Sapori, Case. cit. , p133 71 Pagine del Libric
-
ciolo. citリ p.702.
く川 N ic co18 d
,Alesso Baldo vinetti, R icorda n z e
segr ete 135 4
- 1 392, B N F, Palatin o Bah
do マinetti, 3 7
t181 前掲拙稿 , p p.102 -107, 113.
く畑 Sapori, Case. cit. , p p.309
1311. r再賃 乱 の
例 に は , Qu ade metto, 4r, 47r な ど が挙げられ
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14世 紀の フ ィ レ ン ツ ェ における店舗の 賃貸
るo
帥 筆者は か つ て, こ れを先払 い と解釈し た が,
全くの 誤り であるo 自ら の不勉強を恥 じ
つ つ ,
こ こ に 訂正するo
郎 伽 de m etto, llr.
脚 モ ン ナ
. ヴ ェ ル ディ ナ の事例 懐 2, n .231を
見よo Quade metto, 47v, e e c.
脚 Quade metto, 3r, 15r, e c c.
帥 Qu ade m etto,53r. 但 し, デ ル
. ベ - ネ の 物件
の多く に つ い て , 1342年く42rl迄 は , 賃貸料 の
半年払 い が 基本 であ っ た の に 対 し, 42 年以降は
1年払い が 基本 とな るo 当時の フ ィ レ ン ツ ェ に ,
不況の 色 が濃くな っ て い た こ と を考え ると, こ
の 変更は, 支 払 い を猶予す る意味を持 っ て い た
の か も知れな い o
紳 帳簿の記録 に, 明 白な前払 い の 例 が 1件 だ け
見られるo Qu ader n etto, 51v .
餌 例えば, 6bader n etto, 34r.
帥 Qu adem etto, 40v -41r.
鯛 Quadem etto, 40v .
脚 Sapori, Case . cit. , p p.32 0-327. 金貨 と銀貨 と
の 換算率に つ い て は, P. Spufford, Ha ndbook
of Mediev al BhICha ngeくLo ndop, 19 86J, pp.l
-
12.
帥 A . Sapo ri, Un bilan cio do m estic oa Fire n ze
allafine del Dugento ,Id. , oP. cit. , p.362. 清水
康 一 郎 r十五世紀 フ ィ レ ン ツ ェ の 税 制 改革
-
1427年 の カ タ ス ト ー J
Fイ タ リ ア中世都市国家
研熱 く岩波書風 1975l, p.283. A . Stella,
, ,
La
bottega ei lav oranti
, ,
二 ap procbe des co ndト
tio n sde tr a v ail des Cio mpi, An n ales ES C,
X L Vく19391, p p.532-5 35.
糾 Qu ade m etto, 4 1v . Sapo ri,Case. cit. ,p p.315
-
329. 一 般に , 賃貸料 の上昇 は抑えられ る傾向に
はあ っ たo
82, ibid. ,p p.315-329.
脚 Rico rddn ze seg71ete, 2r-4r. 賃 貸料 36金 フ ィ
オリ ー ニ の 店舗を借り た の は, 馬具 屋 で あ る.
尚, 16世紀 の サ ン ト . ス ビリ ト街区に おける店
舗賃貸料は平均 7,48 フィ オ リ ー ニ で, フ ィ レ ン
ツ ェ の 4街区中, 貴低 であるo 一 方, ポ ル ゴ 等
の 平均額 は 14,8 5フ ィ がJ - ニ で , 都 市全体の
平均を上回 っ て い た o P. Battara, Botteghe e
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糾 Qu ade m eto,22r,26r. 他に , 靴く川 , 魚く3 4rl,
衣類 く35rl, 葡萄 酒 く36rI 等o
鮒 Qu ade m eito, 4r, 8r, 16v , ee c. Sapori, Case.
cit. , p p.314
-31 9.
鯛 賃借人の 1 人, 毛織物業者バ ル トロ . ディ .
セ ル . マ ル ティ ノは, rゲイ ア . マ ッ ジ ョ の J と
称 せ られ て い る. Quade m etio, 43r. cf. Sapo ri,
Case . cit. , p.32 8.
t371 ポル . サ ン タ . マ リア 通 りと ボ ル ゴ周辺 に店
舗を借りて い た , パ ル ドヴイ ネ ッ ティ の貸借人
達の 職種 は, やは り様々 で あるo 彼 ら の職 種 の
多様性 は, ポ ル . サ ン タ . マ リ ア通 り周辺 の ,
種 々 の 店舗 が混在する繁華街として の 性格を示
すも の で あるo
帥 F. Klein, Ceti dirigentie c ontrollo dello
spazio u rba no a Firen ze こi lega mi di
vicinato, I c eti diyiienti n ella Toscan ata ydo
com unaleくFiren ze, 19831, p p.211-2 13.
榊 Qu ade rn etto, 50v.
帥 ibid., 14v, 18r, 40r, 43v, e ec.
抑 ibid.,6r,llr,43r,45v, e c c. ニ の 他に , デ ル
.
ベ - ネ の 賃借人 の 為 に , パ ル デイ商社 の書記が
賃貸料を代納して い る事例 があるが , デ ル
. ベ
- ネ と の 関係は確認出来ない o Quade m etto,4r.
的 Sapo ri, Case. cit. ,p.308. サ ン ト
. ス ピ1 ト の
建物 の 中 で, 賃借 人が物件を移動して い る事例
は, 好条件 の物件 - の 志向を示して い るo 例 え
ば, 織布 工 の マ ル コ は , 13 63年 11月 か ら 1年
間, C-1 の店舗を借 り, 翌年, モ ン ナ . ジ ョ ヴ
ァ ン ナの 退 去し た後 の D-3 - 移 っ た 8 Qu ade r-
n eto , 56r, 56v .
細 長 期 の 貸借 は, 無 論, 毛織 物産業 の T 請け職
種 でも見られる o 織布女 工 の モ ン ナ
. ミ リ オ -
レ な ど は, 10年以上もサ ン ト
. ス ビ リト の 賃借
人であ っ たo 表1, a .44を見よo
の 含まれ る, サ ン タ . マ リア . ノ ヴ ュ ッ ラ街区 仙 Qu ade r n etto, 20r,2 7v, 3
0v, 35v, e c c-
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くC hic ago, 1 991l, pp.197-237.
鵬 Quade metto, 31v, 42v .
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tta. Fire n ze, L 97 3 によ るl
斜 線部 は, デ ル . ベ - ネの 賃貸物件所在地 域
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